
　　　　

R７ 年 3 月 10 日

あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係・社会性

事業所名 　たいよう　(放課後等デイサービス) 支援プログラム 作成日

法人（事業所）理念
・子ども一人ひとりの個性やニーズを明確に把握し、主体性と自己肯定感を尊重する。
・成長や学びにつながる遊びを通して、達成感と満足感が得られるよう、豊かな育ちを支援する。

支援方針
・集団活動を通して、社会性や協調性を育みながら、自己表現力や自己肯定感を高めていきます。児童が楽しく、安心して過ごしていけるよう一人ひとりに寄り添った支援を心がけ、家庭
との連携や情報共有を図りながら成長を支援、サポートしていく。

営業時間

　
　　　　営業時間　　　９時００分～１７時３０分
　　サービス提供　　１３時３０分～１７時３０分

送迎実施の有無

支　援　内　容

本
人
支
援

・持ち物の管理や使った物の後片付けなど、掃除や整理整頓に対しての意識を高めていき、スキルを身につけていく。
・訓練を通して、交通安全や防災に関しての認識を高め、困った時の助けの求め方や対処法を学べるよう支援する。
・感染症予防に関しては、正しい手洗い、うがいが習慣化できるよう支援する。

・トランポリンやブランコ、回転遊具などを使いながら平衡感覚やバランス感覚を養い、楽しみながら運動能力や体幹を鍛えていきます。
・音に敏感な児童に対しては、イヤーマフを使用し、落ち着いて活動に参加できるよう配慮します。
・ボール遊びや鬼ごっこ、リズム遊びなど、遊びを通じて身体を動かす楽しさを感じながら、運動機能の発達を促していきます。

・しりとりやトランプ遊びでは記憶力を育んでいき、間違い探しや迷路では集中力や注意力を養いながら、認知機能の向上へと繋がるよう支援する。
・お友達と喧嘩した時や、困った時の対応方法などをロールプレイを通じて学び、実際の場面で対応できるよう支援します。
・自分でスケジュールをたてながら行動に移したり、買い物体験を通してお金の計算や支払い方法などを学ぶことで、日常生活に必要な力を身につけていきます。

・挨拶や自己紹介の練習、相手に質問したり、答える練習などを行ことでコミュニケーションの基礎を身につけ、気持ちや考える力を育んでいく。
・場面に応じた話し方や困った時の伝え方、グループ活動を通して協力したり、会話する力を養っていくことで、相手との円滑なコミュニケーションを図る力を身につけていく。
・感情が高まった時は、怒りや不安を言葉にして、自分の気持ちを表現できるよう支援していきます。

・順番やルールを守ることの大切さ、またグループ活動を通して協調性や気持ちの伝え方など学びながら、人間関係を築いていく。
・買い物体験を通して、お金の支払いやルールを身につけていきながら、公共の場では、マナーや自分が困った時は誰に相談したらよいかを学び、安心して行動する力を育んでいけるよう支援する。
・地域の行事に参加し、色んな人との出会いやつながりを感じてもらうことで、人と関わる楽しさを味わえるようにしていく。

主な行事等 ・七夕、合同夏祭り、川遊び、自然遊び、ハロウィン、遠足、社会化見学、体験学習、クリスマス会、節分、防災訓練

家族支援

・連絡帳を通して、子どもの活動内容や成長の様子を報告しながら、家庭との連
携を図っていきます。
・保護者と個別に面談を行い、子育てに関する悩みや成長に関する相談を受けま
す。

移行支援

・様々な社会科見学を通して、仕事への興味を引き出しながら、働くことに対し
てのイメージを持ってもらう。
・基本的な生活スキルを身につけられるように、自分のことは自分でできるよう
にしたり、公共の場でのマナーを習得できるよう支援していく。

地域支援・地域連携

・近隣のイベントに参加しながら、地域の方々と交流を図り、社会のルールを学んだ
り、触れ合う機会を増やしていく。
・消防署や警察署と協力し、防災や防犯訓練を実施する。災害時の避難方法などについ
ても学んでいく。

職員の質の向上

・定期的な職員研修やケース会議の実施
・役割分担などを明確化し、業務の効率化を図る
・外部研修への積極的参加


